
（別紙４）

～ 年　月　日

（対象者数） ー （回答者数） ー

～ 年　月　日

（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

～ 年　月　日

（対象数） ー （回答数） ー

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

困ったタイミングで速やかに介入できるように体制を整える。

また、事業の目的やねらいを保護者とも共通認識が持てるよう周知したい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修等でスキルアップを図り訪問支援が可能なスタッフを増やすこととあわせ、

新たなアセスメントの方法を検討する必要がある。

2

3

○事業所名 いわさき・こどもデイサービス

○保護者評価実施期間 年　月　日

○保護者評価有効回答数

年　月　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　３月　４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援員の不足。 対象児の様子をよく理解したスタッフでなければ効果的な支援が難しいと考える

が、現状は児童発達支援におけるサービス提供で精一杯な状況がある

保護者の希望に応じて、速やかにかつ柔軟に対応できる体制

があること。

相談支援専門員や障害児等療育支援事業の支援をうまく組み合わせ、保護

者や保育所等の困りごとに速やかに対応できるよう対応している。

また、ゆくゆくは対象児が在籍する保育所等でうまく対応ができるよう、支援開始

時から支援終了のタイミングを意識した目標設定を共通認識するように努めてい

る。

事業所における自己評価総括表公表


